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2022年、令和4年は新型コロナウィルス感染症が広まり三年、少しずつ世界で緩和の動きが⾒え始
めましたが、旅⾏に関連する事業者には引き続き厳しい状況でした。
こうした背景の中、私ども⽇本アルプスガイドセンターとしても事業発展の機会を拡⼤する事ができず、
苦戦の4年⽬シーズンとなってしまいました。

2年⽬を迎えた「⽇本アルプスライチョウ観察ガイドツアー」はコロナ禍にも拘わらず、多くの参加者を集
め、ライチョウの観察も8割の観察率／実施を上げるなどして、その可能性を感じさせてくれるものでし
た。環境省では松本ー⾼⼭Bigbridge構想の⼀環としても、ライチョウ関連の野⽣動物観光に可能
性を感じていて、令和4年度⼤詰めとなった1⽉「乗鞍岳ライチョウの保護と利⽤の好循環を作る検
討会」と称して、松本市や⾼⼭市を巻き込んだ⼤きな保護と利⽤の枠組みづくりが始まり、⽇本アル
プスガイドセンターが検討会の事務局的な役割を担うことになりました。このことは今後の事業発展の
機会ともなり得る可能性を持っているとも⾔えます。

⼀⽅で事業⽴ち上がりから松本市へ働きかけをしていた、松本駅でのリアル版「The Japan Alps
ガイドセンター」について、はじめてその実施に向けた具体的なアクションを起こし、JR東⽇本、松本市
と共同で⼭の⽇を含む3⽇間、駅改札正⾯でガイドセンターを簡易設置し、来場者の関⼼を探るこ
とができました。この時点では⼊国管理もまだ規制が⼊って外国⼈は皆無でしたが、電⾞利⽤の⽇
本⼈⼭岳観光者にとっても実に好評を得て、次へのステップを刻む⼿応えを掴みました。

ただ現在の所事業収益の基盤となっているWebサイト収⼊も賛助会費収⼊も⼗分とは⾔えず、早
期において他の収⼊基盤強化が課題と⾔えます。

2023年６⽉30⽇
⼀般社団法⼈⽇本アルプスガイドセンター

代表理事 新美 透

総 括
Overall Review
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⼀般社団法⼈ ⽇本アルプス ガイドセンター 発⾜4年⽬
事業⽬的 広く世界から⽇本アルプスへの登⼭・アウトドアを⽬的とした来訪を促進させ、地域社会

の活性化へつなげるとともに、環境や⽣物多様性の保全を進め、⽇本アルプスが世界の
観光TOPブランドへ育つ⼀助となる。

事業概要 世界中の（海外、国内）登⼭者、ウインタースポーツ愛好者、アウトドアファンに向けて、
⽇本アルプス（⼋ヶ岳、霧ヶ峰、美ヶ原などのエリア含む）⼭域の登⼭・アウトドア情報と
関連する有益なサービスを提供、⾃然環境を護りながら観光のサステナブルへ貢献する。

世界中の登⼭者、アウトドアファンと
⽇本アルプス圏域とをつなげるハブとなり、
⽇本アルプスの魅⼒を世界中に拡散する

Global Brand

素晴らしい⾃然環境を次世代の登⼭者、
アウトドアファンへつなげるハブとなり、
⽇本アルプスの魅⼒を彼らに継承していく

Sustainability

⽇本アルプスを通じて地域社会や⾏政、
⺠間の⼒を横につなげるハブとなり、
地域の活性化への⼒となる
Crossover

VISION 「３つのハブとなる」

事業内容
Vision
理事

事業名称 ⼀般社団法⼈ ⽇本アルプス ガイドセンター

本   社      東京都 渋⾕区渋⾕3-6-2 エクラート渋⾕5F HUB内
事業所       ⻑野県塩尻市広丘⾼出2205

役  員  代表理事 新美 透 （元アサツーディ・ケイ営業局⻑）
    専務理事 中林 玲 （Web制作会社イーオフィス 代表取締役）

理 事 中⽥ 真⼆（⼭歩家 ⼭岳ライター）
理 事 冨⽣ 昌史 （ADK クリエイティブディレクター）
監 事 加藤銀次郎（全国⼭の⽇協議会 運営委員、元松本市⼭岳観光課 課⻑）

連絡先       03-5324-2385
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●トータルユニークユーザー数 とページビュー数

①2021年4⽉〜2022年3⽉ 221,706（UU） 458,956（PV）
②2022年4⽉〜2023年3⽉ 360,812（UU) 759,312（PV)

159％↑ 153％↑

●TOPICS
2022年46⽉ 70,402（UU）145,591（PV)
2023年46⽉ 128,660（UU) 289,516（PV)

183％ 201％

2023年⾒込み
2023年79⽉ 167124（UU) 346,197（PV)

300,000 700,000（PV)

●利⽤者の65％が男性

●利⽤者の44％が25-44歳と若い世代

●デバイスは6︓4でモバイル利⽤が多い

ユーザーの属性

ユーザーの利⽤デバイス

「The Japan Alps」

Webサイトユーザー分

①アクティブユーザー・PV ⽇別推移 2022年4⽉〜2023年3⽉
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● 国別利⽤者では ⽇本が約89％ ⽇本以外が約11％

● 利⽤者は延べ282か国に及ぶ

● 「TOPページ」、「⽇本アルプスの魅⼒」ページに加え、
動物観察のページが⾼い数字となっている

● 平均ページ利⽤時間 2ʻ21“

ページ別ページビューランキング

2022年ウエブサイトは⽴ち上がりから4年を迎え、少しずつアクセスが伸びてきました。8⽉には初めて1⽇3000の
アクセス、6000のPVへ到達。コロナからの回復と共に新しい⼭のサイトとして、定着する兆しを⾒せています。通
常の登⼭情報だけでは無く、アクセスや⼭⼩屋の情報へのアクセスも伸び、サイトが実際に⼭岳観光の活⽤術と
して⽤いられていることがわかり、当初からサイトの狙っている使い⽅をしていただいていることも読み取れます。また
2022年からはじめた「中⽥ルート」、難関ルート詳細情報などへのアクセスも順調に伸びていて、他のサイトには
無い使い⽅をされていることもわかります。

またサイトの利⽤年代は25-54までの現役世代が約2/3を占めていました。この傾向は毎年同様で、全体のアク
セス数が伸びても変わっていません。また男⼥⽐についても同様で、⽴ち上がり当初から2︓1で、その⽐率も変
わっていません。

またページ滞在の時間も昨年から⽐べて劇的に伸びています。23年、令和5年度以降も伸⻑の兆しを⾒せてい
て、マーケティングとしての活⽤ツールへ近づいてると思われます。

アクティブユーザーの国別利⽤者数
2021年4⽉〜2023年3⽉

2021年4⽉〜2023年3⽉
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パートナーA/
賛助会員

◆オフィシャルパートナー（特別賛助会員様） 1社

◆プロフェッショナルパートナー、エリアパートナー（法⼈賛助会員様） 4法⼈

⿊部峡⾕鉄道 株式会社様

株式会社 フジドリームエアラインズ様

AUTHENTIC JAPAN 株式会社

有限会社 イーオフィス様

◆プライベートパートナー（個⼈賛助会員様）＠3,600円

1⼝以上の会員様 59名様

合計⼝数 80⼝

●2021年度、賛助会員様として事業をサポートしていただいている企業様、個⼈様の状況

⼀般社団法⼈ ⽊曽おんたけ観光局
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パートナーB/
ご協⼒法⼈・個⼈

◆2020年シーズン以降、プライベートパートナー/ 個⼈賛助会員様向けの特典でご協⼒いただいている法⼈

・穂⾼岳⼭荘様
・涸沢ヒュッテ様
・上⾼地 五千尺ホテル様
・上⾼地ルミエスタホテル様（アルピコホールディングス様）
・上⾼地アルペンホテル様（松本市様）
・上⾼地温泉ホテル様
・中の湯温泉様
・ゲストハウス雷⿃（乗鞍）
・⽩⾺⼭荘様
・乗鞍⽩雲荘様

◆2022年度のドネーション

寄付額 35,000円

寄付先 乗鞍岳のライチョウ保護と利⽤の好循環を⽣み出す検討会

●プライベートパートナー/ 個⼈賛助会員になると、いくつかの権利を付与させていただきます。

・毎年ニホンアルプスガイドセンターが代表して賛助会費の⼀部をまとめ、⽇本アルプス⼭域のためになる
寄付⾏為（ドネーション）を⾏います。

・ウエルカムプレゼントチケットを1⼝につき1枚差し上げています。
このチケットを⼭⼩屋などのご協⼒法⼈へ渡していただくと、⼭⼩屋からプレゼントを差し上げています。

・その他今後交通事業の割引やお店の割引などを進めて参ります。

以下は会員向けのサービスなどでご協⼒いただいている法⼈や今年の寄付内容です。
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TOPIC
松本駅

⽇本アルプス
ガイドセンター

⽇本アルプスガイドセンターでは、2022年新たな試みとして、松本市、JR東⽇本と共に、松本駅構内で⼭岳観
光情報を提供する、リアル版⽇本アルプスガイドセンターを三⽇間テスト運⽤しました。

【テスト実施年⽉⽇】 2022年8⽉10⽇（⽔）
11⽇（⼭の⽇︓祝⽇/⽊曜⽇）
12⽇（⾦）【実施場所】

改札⼝

【実施名称】

ジャパンアルプスガイドセンター（テスト運⽤時の仮称）

61%

35%

4%0%0%

ジャパンアルプスガイドセンター総合評価

⼤変良い
良い
どちらとも⾔えない
余り必要とは思えない
必要とは思えない

不明除く133

【実施内容】

登⼭・ハイキング・アウトドアアクティビティ向けガイドセンター
今回は松本市周辺の⼭岳観光に限って情報発信
（上⾼地・槍ヶ岳・穂⾼岳・蝶ヶ岳・常念岳・乗鞍岳・美ヶ原など）

2022年テスト段階での主なサービス内容

① 登⼭ハイキングルート・装備の相談
② 登⼭⼝、ルート起点の案内
③ ⼭⼩屋などの案内、主な登⼭⼝の天気情報

【実施⽬的】

（⻑期⽬的）インバウンドの復活と新たな需要の拡⼤に向け、
⾃然環境保全と活⽤を推進する⽇本アルプス⼭岳観光の総合
拠点とする。
（今回の⽬的）今回は上記⽬的に向けた、⼭岳観光ガイドセ
ンター設置検討のためのテスト運⽤を通じた需要調査とする
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決算/KPI
2022

◆法⼈収⼊（千円）

会費収⼊
2,967

売上
591

法⼈収⼊
3,558

収⼊
3,558

販管費/⼀般管理費
8,052

◆営業収⽀、経常収⽀（千円）

営業収⽀
▲4,494

◆法⼈パートナー数（オフィシャル含む）

5社
◆個⼈賛助⼝数

80⼝
◆個⼈会員向け特典、ご協⼒法⼈数

10社

特別収⼊
1,002

経常収⽀
▲3,492

特別収
⼊

1,002
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KPI
For 2023

2021実績 2022
計画 2022実績 計画⽐ 2023計画

収⼊ 17,929 5,000 3,558 ー1,442 10,000

営業収⽀ ▲3,860 ▲2,000 ▲4,494 ｰ2,494 ±0

法⼈
パートナー 6社 8社 5社 ー3 5社

個⼈
パートナー 91⼝ 100⼝ 80⼝ 20 80⼝

協⼒法⼈ 10社 10社 10社 ±0 10社

2022年は厳しい経営となりました。
ベースとなる収⼊が依然として不⼗分で、経営基盤が成り⽴っていません。
2023年は観光庁観光再始動事業への参画が決定し、それなりの活動が続けられるものの
基盤収益への⽬処が⽴たず、経営は以前苦しいままです。
Webサイトの訪問者が増えてきているだけに、今後の基盤となる収⼊の確⽴が早期に必要となります。
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FY4事業決算Ⅰ
B/S

令和 5 年 3 月 31 日時点

会計報告︓シンアカウンティングサービス
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FY4事業決算Ⅱ
P/L

会計報告︓シンアカウンティングサービス

（自 令和 4年 4 月 01 日.   至 令和 5年 3 月 31 日）


